
第 3２回 

○場 所：ふれあいサロン

○時 期：平成 3１年 1 月２２日 19：00～21：00

○参加者：委員９名 一般参加２名 行政 3 名

第 1 豊田市「おいでんさんそんセンター」について（視察先） 

事務局（樋口）から、２月３日～４日に行われる先進地視察の説明を行

い ました。 

１ 日程のお知らせ（資料 A4・１枚） 

２ 視察先の紹介（プロジェクターで視察先 HPを閲覧） 

第２ 上校舎、静山荘の耐震診断について 

事務局（樋口）から、上校舎と静山荘の耐震診断事前調査の状況説明を行

いました。（資料 4部）以下の内容を説明し、委員から静山荘の事前調査

の同意を得ました。 

１ 耐震診断事前調査の経緯 

（１）地域おこし協力隊の志村さんからの情報提供。

（２）「みのりの里東白川」の上校舎利用案があり、耐震診断費用と耐震化費 

用を知るため、志村さんの知人である中村出
いずる

氏に相談し、事前調査が

決定。そこで、静山荘も一緒に事前調査を実施するのはどうか。との提

案を受ける。 

（３）調査会社は、「株式会社ヤマムラ」と「川端建築計画」。（資料 2部）

（４）中村出氏は、登録有形文化財建造物制度に通じている。

（５）登録有形文化財建造物制度の有用点は改修補助等の優遇措置がある。
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（６）登録有形文化財建造物制度の留意点は、改修後の現状変更等に関する許

可が発生する。罰則規定もある。（資料 1部） 

（７）中村出氏による「建物再生」について 2 月委員会にてレクチャーを行

なう提案。 

 ２ 調査及びレクチャー実施日について 

   平成３１年２月２７日（水）～２月２８日（木） 

   

第３ 雑談ワークショップ「わたしの近況報告」 

   委員会は今後、分科会方式を採用することとなり、委員会では以下の項目

を実施していくこととなりました。 

 ・ 各分科会の活動報告及び相談 

 ・ 個人の近況報告 

 ・ 行政からの議題についての話し合い 

 ・ がんばる地域づくり補助金について 

    

今回は、分科会作りに向けて、各個人の近況「楽しかったこと」「気にな

ること」「取り組みたいこと」などについて話し合いを行いました。 

   そして、出てきたキーワードをグルーピングし４つの分科会が誕生しま

した。 

 １ 近況報告内容 

  （１）小林裕幸さん 

   ・自宅で村の食材を使った飲食店を開きたい。 

   ・村が教材となる教育を行いたい。 

   ・自由の森学園の研修に参加した。そのような教育方針を参考にしている。 

  （２）小林由佳さん 

   ・鍼灸の技術アップを目指している。 

   ・村の植物を利用していきたい。野草のワークショップを開催した。 

   ・移住者と村民の価値の違いを表現したい。 

   ・山水を利用していきたい。土・水・火を生活の基盤にしていきたい。 

   ・神棚ワークショップを開催したい。 

  （３）永井祐子さん 



   ・自分の得意な分野を活かしたボランティア活動を行いたい。 

   ・環境改善をビジョンとした化粧品会社の岐阜支店を開設したい。 

   ・環境改善の啓蒙活動を行いたい。 

  （４）渡辺香代さん 

   ・占いの技術を磨きたい。 

・「曼荼羅」の活動に力をいれていく。 

   ・お米作りを始めた。農業をきっかけとした交流が楽しい。 

   ・民泊のような集まる場所を作りたい。 

   ・村外の方に紹介できる「村民」を増やしたい。 

  （５）吉田和江さん 

   ・グループホームの仕事が楽しい。もっと広げていきたい。 

   ・農的な暮らしを求めている。 

   ・森林活動のフォローをしていく。 

   ・できることから活動を始めたい。 

   ・上映会を開催する。 

  （６）笹俣秀行さん 

   ・地域（農民）は自分達でエネルギーを創出できる。 

   ・たまたま、お茶農家を営んでいるが、暮らしの根源に「山」があると考

えている。 循環例）山→空気→人 

   ・地域が運営するバイオマス発電所を実現する目的の仲間づくりをして

いく。 

   ・ペットボトル工場を食品加工所として利用したい。 

  （７）賀谷宏次さん 

   ・自給自足を目指している。 

   ・恵那市の店舗「日天月天」で開催された「種の交換会」に関わっている。 

   ・村の在来種をもっと活用していきたい。 

   ・自転車が楽しい！遊びを極めて、村での楽しみ方を見つけていく。 

  （８）田口房国さん 

   ・コダマプロジェクトで鹿児島県の廃校利用について視察にいった。 

そこからヒントを得たことは、越原上校舎（木造）について、利用目的

を設定する前に、まずは多様な人を巻き込んだ清掃活動を行うこと。 



そこから、新しいものが見えてくる。 

    ゴミ扱いされているモノから「宝」が見つかったり、思い出がよみがえ

ったり、郷土愛が育まれる。 

  （９）長谷川雄一さん 

   ・村で（自宅）イベントを開催します。3/10 

    内容は、何でも有り！物々交換会、ライブ、子供遊び、もちつき。 

   ・多様性が大切。「まぜる」「自由」がキーワード。 

   ・動いてから考えている。まずはやってみることが大切。 

  （10）村雲和裕さん 

   ・「ぎふ森のようちえんリレー交流会」が開催されており、3/9（日）には

東白川村で「里山こどもの広場おやまとこやま」により開催。 

みなさんぜひご参加ください。 

   ・つちのこ館を拠点とした「関係案内所」について話す、お食事会を開催

した。 

 ２ 全体トーク 

  （１）上校舎はとても魅力のある建物！いろんな人が関わる場所に。 

  （２）上校舎の「そうじイベント」を行いたい！ 

  （３）上校舎は役場が倉庫として利用中。（２F） 

  （４）上校舎利用の順番は、「目的づくり」か「片付けイベント」？ 

  （５）人の巻き込み方が重要。 

     →お金が要らない方法は？ 

     →そうじイベント（窓拭き、床掃除、かたづけ） 

     →まちづくりの第 1歩（NY の事例） 

     →気楽に取り組もう。 

  （６）NPOと一般社団法人はどちらが動きやすい？ 

 ３ 雑談ワークショップで生まれた分科会 

   ・上校舎プロジェクト  （リーダー 田口房国さん） 

   ・関係案内所プロジェクト（リーダー 村雲和裕さん） 

   ・上映会プロジェクト  （リーダー 永井祐子さん） 

   ・てづくりイベント   （リーダー 長谷川雄一さん） 

 

   以上 4つのグループが生まれました。 



   分科会の活動は、自由に楽しく！輪を広げる！ことを大切に活動してい

きます。 

    

第４ 高野先生のコメント（名古屋大学大学院教授） 

 １ 豊田市旭地区の廃校利用「つくラッセル」では、アーカイブ授業が開設さ

れた。 

 ２ 豊田視察では、ご縁市について聞いてみましょう。 

   案内役の戸田さんについて「地域のつなげ役」の視点で伺いましょう。 

 ３ 近況報告会は毎回行いましょう。一人 1分で十分ですよ。 

 ４ 分科会（新しいプロジェクト）は、結果を目指さないこと！ 

   基本は「ひとりひとりの暮らし」です。 

輪を広げるという意識でいきましょう。 

 

第５ 次回について 

 １ 委員会 ２月２７日（水）１９時～ 

  （会場）ふれあいサロン 

  （内容）～専門家によるレクチャー テーマ「建物再生」～ 

 

 

以下、写真掲載 

 

 

 



                                     



 


